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市
で
初
の
機
械
式
立
体
駐
輪
場

「
す
ず
か
け
駐
輪
場
」
が
７
月
１

日
g
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

三
鷹
駅
南
口
に
近
く
、
収
容
台
数

は
１
千
440
台
で
、
自
転
車
の
出
し

入
れ
は
約
10
秒
。
利
用
料
金
の
支

払
い
は
、
自
転
車
の
出
し
入
れ
に

市
立
野
崎
保
育
園
で
臨
時
職

員
（
１
人
）

◆
応
募
資
格

保
健
師
ま
た
は
看

護
師
有
資
格
者

◆
勤
務
時
間

８
月
か
ら
月
〜
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
時
給

１
千
530
円
〜
１
千
610

円
、
交
通
費
支
給
（
上
限
あ
り
）

く
わ
し
く
は
同
園
（
野
崎
３
―

12
―
11
）
@
39
―
７
０
５
０
へ
。

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団
で

職
員

◆
職
種

①
介
護
職
（
契
約
職
員

２
人
）、
②
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者（
契
約
職
員
１
人
）、
③
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー（
登
録
職
員
若
干
名
）。

◆
応
募
資
格

い
ず
れ
も
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
、
①
50
歳
未
満

の
方
、
②
50
歳
未
満
で
介
護
福
祉

士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級

の
方
、
③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
方
。

※
②
は
要
運
転
免
許
。

◆
勤
務
場
所

①
老
人
保
健
施
設

は
な
か
い
ど
う
、
②
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
な
か
い
ど
う
、
③

市
内
の
高
齢
者
宅
な
ど
。

く
わ
し
く
は
同
事
業
団
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）@
44
―
５
２
１
１
・

http://www.m
itaka.or.jp

へ
。三

鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

学
童
保
育
員
（
１
人
）

◆
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
教
員
ま

た
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

（
幼
稚
園
教
諭
可
）

◆
勤
務
場
所

市
内
21
カ
所
の
学

童
保
育
所

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
は
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
、

土
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分
、
学
校
休
業
期
間
は
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

※
超
過
勤
務
・
休
日
勤
務
あ
り

◆
賃
金

13
万
１
千
円
か
ら
（
ほ

HP

魚
屋
に
ゆ
る
る
銭
笊
風
光
る南

み
ち

体
ご
と
手
話
す
る
少
女
風
光
る

三
矢
恵
啓

風
薫
る
嬰
に
も
小
さ
な
片
え
く
ぼ

拝
司
園
子

余
花
白
し
老
い
た
る
象
の
物
語

山
田
み
ち
を

褒
め
す
ぎ
て
買
ふ
羽
目
に
な
る
木

の
芽
漬

赤
木
き
よ

二
万
歩
の
甲
州
道
中
風
光
る

大
久
保
英
一

水
音
の
走
り
し
棚
田
風
光
る

岡
田
幸
子

風
薫
る
富
士
の
裾
野
に
射
撃
音

柳
和
男

秘
仏
見
て
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
や
風
薫

る

清
水
ゆ
き
え

お
茶
当
番
で
き
る
し
あ
わ
せ
風
薫

る

佐
野
み
さ
を

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た

の
旅
さ
き
風
ま
か

せ

浅
沼
仁
美
子

薫
風
や
迷
子
札
売
る
弁
財
天

小
泉
秀
夫

若
竹
や
親
を
追
ひ
抜
く
力
秘
め

寺
岡
美
由
喜

杜
若
五
巻
に
活
け
て
気
力
満
つ

土
井
雅
子

生
あ
り
て
明
日
を
律
儀
に
菖
蒲
の

湯

板
橋
ク
ラ
子

薫
風
や
両
手
に
余
る
富
士
と
居
て

根
岸
操

花
屑
や
土
に
か
へ
れ
ば
土
色
に

大
和
谷
慈
子

６
月
は
吟
行
会
の
た
め
、
例

会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
す
る
磁
気
カ
ー
ド
に
、
チ
ャ

ー
ジ
す
る
だ
け
で
す
。

現
在
ま
だ
、
収
容
台
数
に
余
裕

が
あ
り
、
定
期
利
用
者
を
募
集
中

で
す
。

施
設
の
概
要

◆
所
在
地
　
下
連
雀
３
―
16
―
７

◆
機
械
式
立
体
駐
輪
機
　
地
下
に

機
械
式
立
体
駐
輪
機
８
基
（
１
基

の
駐
輪
機
で
自
転
車
を
180
台
収
容

し
、
合
計
で
１
千
440
台
収
容
可

能
）。
月
決
め
契
約
（
定
期
）
で

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
入
庫
・

出
庫
の
際
に
は
、
必
ず
承
認
証

（
磁
気
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。

◆
電
磁
ロ
ッ
ク
式
駐
輪
機
　
地
上

部
に
は
一
時
利
用
の
た
め
の
電
磁

ロ
ッ
ク
式
駐
輪
機
（
260
台
分
）
が

あ
り
ま
す
。

定
期
利
用

◆
利
用
時
間

24
時
間
利
用
可
。

◆
利
用
期
間

利
用
開
始
日
か

ら
、
１
カ
月
、
３
カ
月
、
６
カ
月

単
位
の
月
決
め
利
用

◆
利
用
料
金

一
般
＝
１
カ
月
２

千
300
円
／
３
カ
月
６
千
900
円
／
６

カ
月
１
万
３
千
800
円
、
学
生
＝
１

カ
月
２
千
円
／
３
カ
月
６
千
円
／

６
カ
月
１
万
２
千
円

◆
支
払
方
法

利
用
初
日
に
駐
輪

場
内
の
更
新
機
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
承
認
証
（
磁
気
カ
ー
ド
）
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
期
間
に

応
じ
て
利
用
料
金
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

一
時
利
用

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
駐
輪
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。

◆
利
用
時
間

24
時
間
利
用
可
。

◆
利
用
料
金

入
庫
後
３
時
間
ま

で
無
料
、
24
時
間
経
過
ご
と
に
150

円
を
加
算
（
た
だ
し
、
10
日
以
上

経
過
し
た
場
合
は
、
放
置
自
転
車

と
し
て
扱
い
ま
す
）。

◆
支
払
方
法

出
庫
時
に
駐
輪
場

内
の
清
算
機
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利

用
時
間
に
応
じ
て
利
用
料
金
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
期
利
用
の
申
込
方
法

７
月
31
日
b
ま
で
に
申
し
込
ん

だ
方
（
す
で
に
申
し
込
み
済
み
の

方
を
含
む
）、
市
主
催
の
自
転
車

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
１

カ
月
無
料
で
ご
利
用
で
き
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。
自
転

車
の
規
格
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
案
内
を
熟

読
い
た
だ
き
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
必
要
書
類
　
す
ず
か
け
駐
輪
場

利
用
申
込
書
（
学
生
の
場
合
は
、

学
生
証
、
合
格
証
、
そ
の
ほ
か
通

学
を
証
明
で
き
る
書
類
の
コ
ピ
ー

を
添
付
）。

か
に
諸
手
当
あ
り
）

◆
試
験
日

①
一
次
試
験
＝
６
月

24
日
g
筆
記
試
験
と
適
性
検
査
、

②
二
次
試
験
＝
７
月
１
日
g
（
予

定
）
面
接
試
験
と
健
康
診
断
。

※
一
次
試
験
合
格
者
に
は
６
月

28
日
d
ご
ろ
に
電
話
で
連
絡
。

◆
採
用
日

７
月
14
日
f（
予
定
）

▼
６
月
14
日
d
（
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）、
最
終
学
歴
お
よ
び
取
得

免
許
、
資
格
を
証
明
す
る
も
の
を

持
参
し
本
人
が
社
会
福
祉
協
議
会

へ
直
接
申
し
込
む
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

e

同
協
議
会
@
46
―
１
１
０
８

ñ
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で

契
約
社
員
（
１
人
）

◆
業
務
内
容

ビ
ル
設
備
な
ど
の

営
繕
・
管
理
、
空
調
・
給
排
水
設

備
等
の
保
守
・
管
理
ほ
か

◆
勤
務
場
所

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
報
酬
な
ど

月
額
22
万
６
千
円

（
通
勤
手
当
、
定
期
昇
給
制
度
あ

り
。
賞
与
な
し
）。

◆
応
募
資
格

建
築
・
設
備
関
係

な
ど
の
有
資
格
者
ま
た
は
ビ
ル
設

備
な
ど
の
管
理
や
内
装
の
設
計
施

工
な
ど
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

◆
採
用

７
月
か
ら

▼
６
月
５
日
b
〜
12
日
b
に
同
社

「
〒
181
―
８
５
２
５
下
連
雀
３
―

38
―
４
　
担
当
　
岡
本
」
へ
履
歴

書
（
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
必
ず

記
入
）
を
添
付
し
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
む
。

e

同
社
@
40
―
９
６
６
９

■
三
鷹
俳
句
会
５
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

駅
弁
の
中
に
菜
の
花
畑
か
な

寺
田
絢
子

薫
風
や
潮
の
膨
ら
む
隅
田
川

田
中
淑
子

え
ご
散
る
や
し
ろ
じ
ろ
森
の
明
る

み
て

小
木
曽
貞
子

毎
年
６
月
23
日
か
ら
の
１
週
間

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
目
的
と
基
本
理
念
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
男
女
共
同
参

画
週
間
で
す
。
ま
た
東
京
都
が
定

め
る
男
女
雇
用
平
等
推
進
月
間
で

も
あ
り
ま
す
。

市
で
も
こ
の
４
月
１
日
か
ら
男

女
平
等
参
画
条
例
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
国
的
な
男
女
共
同
参

画
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
三
鷹
市
女

性
問
題
懇
談
会
と
共
催
で
、
男
女

平
等
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
展

を
実
施
し
ま
す
。

▽
６
月
23
日
f
〜
29
日
e
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
29
日
は
４

時
ま
で
）。
市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル
で

▼
直
接
会
場
へ
。

す
ず
か
け
駐
輪
場

平
成
18
年
7
月
1
日
オ
ー
プ
ン
！

男男男男
女女女女
共共共共
同同同同
参参参参
画画画画
週週週週
間間間間
パパパパ
ネネネネ
ルルルル
展展展展
をををを
開開開開
催催催催

三
鷹
市
男
女
平
等
参
画
条
例
が

平
成
18
年
第
１
回
市
議
会
（
３
月

議
会
）
で
議
決
さ
れ
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
ま
し
た
の
で
、
改
め

て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

目
的男女

平
等
参
画
施
策
を
総
合
的

※
利
用
案
内
お
よ
び
申
込
書

は
、
都
市
交
通
課
（
市
役
所
５
階

s
番
窓
口
）、
三
鷹
駅
前
市
政
窓

口
、
三
鷹
駅
南
口
周
辺
駐
輪
場
、

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
（
産
業
プ
ラ

ザ
２
階
）
で
配
布
。
ま
た
は
、

http://www.
m
itaka.ne.jp/tm

o/

「
す
ず
か

け
駐
輪
場
ご
利
用
案
内
」
へ
。

◆
申
込
先
　
６
月
30
日
f
ま
で
は

申
込
書
を
添
付
し
、
同
社
へ
直
接

ま
た
は
郵
送
で
「
〒
181
―
８
５
２

５
　
下
連
雀
３
―
38
―
４
三
鷹
産

業
プ
ラ
ザ
　
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

す
ず
か
け
駐
輪
場
係
」
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で

suzukake@
m
itak

a.jp

へ
。

※
７
月
１
日
以
降
は
す
ず
か
け

駐
輪
場
内
管
理
室
で
随
時
受
付
。

※
申
込
受
付
は
先
着
順
で
す
。

ま
た
、規
格
外
の
自
転
車
な
ど
は
、

後
日
利
用
承
認
を
取
り
消
す
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

e

同
社
す
ず
か
け
駐
輪
場
係
@

40
―
９
６
６
９
・
I
40
―
９
７
５

０
・

http://www.m
itaka.

ne.jp/tm
o/

HP

HP

６
月
４
日
∂
〜
10
日
º
は

危
険
物
安
全
週
間

〜
危
険
物
　
心
の
ゆ
だ
ん

が
　
事
故
の
も
と
〜

危
険
物
は
、
取
り
扱
い

方
法
を
誤
る
と
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
注

意
書
き
を
守
っ
て
、
適
切

な
保
管
と
安
全
な
取
り
扱

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

三
鷹
消
防
署
@
47
―

０
１
１
９

三三三三
鷹鷹鷹鷹
市市市市
男男男男
女女女女
平平平平
等等等等
参参参参
画画画画
条条条条
例例例例
がががが
４４４４
月月月月
かかかか
らららら
施施施施
行行行行

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
男
女
平

等
参
画
社
会
を
実
現
す
る
。

基
本
理
念

・
性
別
に
よ
り
差
別
的
取
扱
い
を

受
け
な
い
で
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現

・
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男

女
が
対
等
の
構
成
員
と
し
て
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
の
実
現

・
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己

の
意
思
と
責
任
に
よ
る
多
様
な
生

き
方
の
選
択
が
で
き
る
社
会
の
実

現そ
の
他
の
項
目

・
市
、
市
民
、
事
業
者
等
の
責

務
・
協
働

・
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止

・
普
及
広
報
、
市
民
等
の
活
動
支

援・
行
動
計
画
の
策
定

・
男
女
平
等
参
画
相
談
員
の
設
置

・
男
女
平
等
参
画
審
議
会
の
設
置

※
相
談
事
業
の
開
始
時
期
な
ど

に
つ
い
て
は
、
後
日
「
広
報
み
た

か
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
審
議
会
委
員

を
公
募
し
ま
す

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
重
要
事
項
を
審
議
す
る
市

民
委
員
（
在
勤
・
在
学
お
よ
び
市

内
で
活
動
を
し
て
い
る
方
を
含
む

18
歳
以
上
の
市
民
）
を
公
募
し
て

い
ま
す
。

▼
６
月
９
日
f（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク

ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
応

募
動
機
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
」、

I
48
―
１
４
１
９
、

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.jp

へ
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む
。
定
員
２

人
（
男
女
各
１
人
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）。

e

同
室
平
和
・
女
性
・
国
際

化
推
進
係
@
２
１
１
６

７
月
31
日
B
ま
で
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方
１
カ
月
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！


